
宮崎県北部港湾事務所庁舎及び付属車庫棟警備業務委託仕様書 

 この仕様書は、契約担当者（以下「甲」という。）と受託者（以下「乙」という。）とが締

結した委託契約に基づき、受託者が履行しなければならない業務等について必要な事項を定め

る。 

 

１ 警備の目的 

  県庁舎等の秩序を維持し、火災、盗難、破壊等のあらゆる事故の発生を警戒し、防止する

ことにより、財産の保全と人身の安全を図り、業務の円滑な運営に寄与することを目的とす

る。 

 

２ 業務の種類 

宮崎県北部港湾事務所庁舎及び付属車庫棟機械警備 

 

３ 業務の対象施設及び範囲 

  対象となる物件の表示、警備員数 

庁舎名等 所   在   地 建物延床面積 

宮崎県北部港湾事務所庁舎

及び付属車庫 

日向市大字日知屋字新開１７３７１－２ ７３８ ㎡ 

 
４ 委託業務の内容 

   宮崎県北部港湾事務所庁舎及び付属車庫棟機械警備業務 

     別紙「機械警備業務実施要領」のとおり 

 

５ 警備仕様 

 (1) 警備方式 機械警備 

 (2) 警備業務用機械装置の配置箇所 別紙図面のとおり 

(ア)乙は、警備用業務機械装置の配置平面図を作成し、甲に提出する。 

(イ)乙は、業務期間終了後機械警備機器等を撤去するものとする。なお、撤去に要する

費用は乙の負担とする。 

 (3) 使用回線 甲の一般回線を使用する。 

 

６ 事故発生時の措置 

別紙｢機械警備業務実施要領｣のとおり。なお、当該施設において異常を感知した場合は、  

機械警備業務実施要領第１１条に定める処置のほか、必要に応じて次の措置を行う。 

 (1) 乙は、委託業務につき事故が発生し、又は発生するおそれのあるときは、これに対する  

措置を講じなければならない。また、必要に応じて警察署等の関係機関に連絡または通報  

を行うものとし、速やかに甲の示した緊急連絡体制表に基づいて関係者に連絡しなければ  

ならない。 

 (2) 火災を発見した時は、消防署に直ちに通報し、受託者本社に応援を依頼し、消防者到着  

まで県職員等の協力を得て初期消火、負傷者の救護、避難誘導等の必要な措置を行うとと  

もに、速やかに甲の示した緊急連絡体制表に基づいて関係者に連絡しなければならない。 

 

７ 留意事項 

乙は業務遂行上知り得た秘密事項を、一切他に漏らしてはならない。 



 

８ その他 

  委託業務の状況に応じ、この仕様書に記載されていない事項で、庁舎管理上必要と認めら

れる事項がある場合は、甲、乙協議のうえ実施について決定するものとし、軽微な事項に

ついては、契約金額の範囲内で実施するものとする。 












